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F.S.Fitzgerald
“M

y
L
ost

C
ity”

と
村
上
春
樹
の
閉
塞
し
た
都
市

─
都
市
小
説
作
家
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
─

大

野

建

要

旨
村
上
春
樹
を
対
象
に
し
た
比
較
文
学
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
文
学
と
の
関
係
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
作
業
は

意
外
と
進
ん
で
い
な
い
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ドFrancisScottFitzgerald

の
受
容
が
村
上
の
文
学
の
形
成
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
本
論
は
村
上
の
独
自
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
た
め
に
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜（⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
五
月
）、⽛
都
市
小
説
の
成
立

と
展
開
─
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
以
降
⽜（⽝
海
⽞
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
五
月
）
を
中
心
と
し
た
村
上
の
発
言
と
、
村
上
の
最

初
の
翻
訳
集
の
表
題
に
採
用
さ
れ
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
エ
ッ
セ
イ
⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜“M

y
LostC

ity”

（⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・

シ
テ
ィ
ー
⽞）
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
八
月
）、⽛
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜（⽝
中
国
行
き

の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽞
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
五
月
）
と
い
っ
た
初
期
小
説
の
形
成
に
お
け
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
の
関
与
を
測
定

す
る
。

村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
都
市
と
モ
ラ
ル
を
対
立
さ
せ
な
が
ら
華
や
か
な
都
市
風
俗
を
描
い
た
都
市
小
説
作
家
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

る
。
都
市
生
活
に
主
体
性
を
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
、
救
済
を
信
じ
て
小
説
を
書
き
続
け
る
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
姿
勢
を
村
上
は
評
価
す
る
。
こ

の
姿
勢
に
加
え
て
、
都
市
の
精
神
的
な
閉
塞
性
を
空
間
的
な
限
定
性
に
な
ぞ
ら
え
て
語
る
⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
を
受
容
し
て
、
村
上

は
初
期
小
説
に
お
い
て
、
書
く
こ
と
の
不
可
能
性
を
も
た
ら
す
閉
塞
的
空
間
と
し
て
都
市
を
表
わ
し
、
そ
の
中
で
救
済
を
信
じ
小
説
を
書
こ
う
と

す
る
小
説
家
の
主
人
公
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
作
品
を
通
し
て
感
受
さ
れ
た
作
家
の
姿
勢
を
小
説
の
構
成
へ
と
変
換
す
る
、
一
種
の
〈
翻
訳
〉

の
手
法
が
認
め
ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

フ
ィ
ツマ

マ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
作
品
に
出
会
っ
た
頃
、
僕
は
そ
の
中
に
明
確
な

ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
⽛
何
故
私
は
書

く
の
だ
ろ
う
？
⽜
─
そ
れ
が
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
他
の
ど
ん

な
作
家
か
ら
も
こ
れ
ほ
ど
強
く
語
り
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼

の
悲
し
み
に
彩
ら
れ
た
そ
の
巨
大
な
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
は
僕
の
心

の
中
に
今
も
ず
っ
と
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。〈
何
故
私
は
書
く
の

か
？

何
故
君
は
書
く
の
か
？
〉⚑

村
上
春
樹
の
最
初
の
翻
訳
⽛
哀
し
み
の
孔
雀
⽜“Lo,the

Poor
Peacock”

に

付
さ
れ
た
訳
者
後
記
に
お
い
て
、
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ドFrancis

ScottFitzgerald

⚒

の
小
説
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
た
と
言
う
。⽛
何
故
私

は
書
く
の
だ
ろ
う
？
⽜。
作
品
内
に
込
め
ら
れ
た
小
説
を
書
く
こ
と
に
対
す
る

こ
の
問
い
は
、
村
上
の
初
期
小
説
に
顕
著
な
、
小
説
を
書
く
こ
と
を
書
く
メ
タ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
を
想
起
さ
せ
る
。
だ
が
、
村
上
は
⽛
文
体
や
テ
ー
マ
や

小
説
の
構
築
や
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
⽜⚓
と
い
っ
た
小
説
の
創
作
に
直
接

関
与
す
る
分
野
で
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
言

う
。
ま
た
実
際
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
小
説
に
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
要
素

は
目
立
た
な
い
。
そ
れ
で
は
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
か
ら
何
を
受
け
取

り
、
ど
の
よ
う
に
小
説
を
形
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
論
は
村
上
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
を
考
察
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に

関
連
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
整
理
し
、
村
上
独
自
の
理
解
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
、

実
作
に
お
け
る
受
容
を
探
る
。
村
上
と
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
関
係
に
つ
い

て
は
、意
外
と
長
ら
く
本
格
的
な
研
究
が
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
物
質
主
義
的
、

消
費
主
義
的
な
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
都
市
と
一
九
八
〇
年
代
の
日
本

の
都
市
の
類
似
を
指
摘
す
る
論
⚔

や
、
作
品
間
の
対
比
を
行
う
論
⚕

が
存
在
す

る
が
、
村
上
の
受
容
の
独
自
性
は
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
近
年
、
井

上
健
⚖

や
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ィ
ル
⚗

が
エ
ッ
セ
イ
や
翻
訳
に
注
目
し
、
村
上
の

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
を
実
証
的
に
検
討
す
る
堅
実
な
研
究
の
基
礎
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

本
論
で
は
、
村
上
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
都
市
小
説
作
家
と
見
な
し
て

い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
都
市
小
説
の
起
点
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
置

き
、
そ
の
系
譜
の
上
に
自
身
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て

言
え
ば
、
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
都
市
と
対
立
す
る
モ
ラ
ル
と
、
そ

れ
に
支
え
ら
れ
た
小
説
へ
の
意
志
を
見
出
す
。
そ
し
て
初
期
小
説
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
閉
塞
的
な
都
市
の
中
で
、
そ
れ
で
も
小
説

を
書
く
小
説
家
を
主
人
公
に
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
⽛
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
や
⽛
都
市
小
説
の
成
立
と
展
開
─
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
と

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
以
降
⽜
を
中
心
と
し
た
村
上
の
発
言
と
、
村
上
訳
の
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜“M

y
LostC

ity”

の
検
討
に
よ
っ

て
論
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
受
容
研
究
で
は
、
作
家
の
発
言
を
鵜
吞
み
に
す
る
の
で

は
な
く
、
翻
訳
や
実
作
も
含
め
た
受
容
の
実
態
と
被
受
容
者
の
文
学
と
の
比
較

が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
作
業
を
今
後
の
課
題
に
控
え
た
予
備
的
な
考

察
で
あ
る
。
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一

村
上
春
樹
に
お
け
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

村
上
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
を
論
じ
る
に
先
立
っ
て
、
両
者
の
関
係

を
概
観
し
た
い
。

そ
も
そ
も
村
上
は
ア
メ
リ
カ
文
学
と
関
係
の
深
い
作
家
で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー

当
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
文
学
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⚘
。
そ
の
た
め
し
ば
し

ば
⽛
日
本
語
訳
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
小
説
⽜⚙
な
ど
と
評
さ
れ
、
良
く
も
悪
く
も
ア

メ
リ
カ
文
化
を
日
本
に
持
ち
込
む
こ
と
の
意
義
が
測
定
さ
れ
て
き
た
10
。
邵

丹
11

は
⽛
村
上
春
樹
を
育
て
た
七
〇
年
代
の
翻
訳
文
化
⽜
の
実
証
的
な
研
究
に

よ
り
、⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
八
月
）
に
影
響
を
与
え
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
テ
ィ
ガ
ン
や
カ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
（
の
翻
訳
）
が

若
者
文
化
と
し
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
村
上
や
同
時
代
の
高
橋
源
一
郎
に
と
っ

て
旧
来
の
文
学
の
言
葉
を
崩
す
突
破
口
と
な
っ
た
と
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
研

究
と
並
行
し
て
、
村
上
春
樹
研
究
と
し
て
は
村
上
の
独
自
の
受
容
の
様
相
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

村
上
は
ア
メ
リ
カ
文
学
を
中
心
に
多
数
の
翻
訳
を
し
て
い
る
。
対
象
は

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
古
典
的
な
作
家
か
ら
同
時
代
作
家
ま
で
幅
広

い
。
村
上
は
作
家
の
翻
訳
に
お
い
て
は
テ
キ
ス
ト
の
選
択
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
と
言
い
12
、
ま
た
翻
訳
を
通
し
て
小
説
の
書
き
方
を
学
ん
だ
と
各
所
で
述
べ

て
い
る
13
。
翻
訳
と
創
作
に
は
深
い
関
係
が
あ
り
、
各
個
の
作
家
の
受
容
の
解

明
が
俟
た
れ
る
。

そ
の
な
か
で
も
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
村
上
に
と
っ
て
特
権
的
な
意
味
を

持
つ
作
家
で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
直
後
か
ら
最
新
の
⽝
最
後
の
大
君
⽞The

Last

Tycoon

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
）
に
至
る
ま
で
四
〇
年
以
上
継

続
的
に
翻
訳
を
し
続
け
て
お
り
、
訳
書
は
六
冊
14

を
数
え
る
。
ま
た
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
と
作
品
の
翻
訳
を
収
録
し
⽛
ま
だ
日
本
で
は

メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
か
っ
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
つ
く
っ
た
⽜15
⽝
ザ
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ブ
ッ
ク
⽞（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
八
年
四
月
）
が
あ
る
。

村
上
が
日
本
で
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
紹
介
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
他
に
も
数
々
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
の
名
や
そ
の
作
品
が
登
場
し
、
さ
ら
に
は
小
説
に
も
陰
に
陽
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞
で
は
匿
名
の
作
家
の
言
葉
と
し
て

エ
ッ
セ
イ
⽛
崩
壊
⽜“The

C
rack-U

p”

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、⽝
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
⽞（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）
で
は
主
人
公
の
愛
読
書
に
⽝
グ
レ
ー
ト
・

ギ
ャ
ツ
ビ
イマ

マ

⽞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
⽛
我
ら
の
時
代
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
─

高
度
資
本
主
義
前
史
⽜（⽝
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
⽞
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
一
月
）

は
、
作
中
に
具
体
的
な
記
述
は
な
い
も
の
の
、
後
に
自
作
解
題
16

に
お
い
て

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、

⽝
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
⽞The

G
reatG

atsby

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六

年
一
一
月
）
の
語
り
手
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、⽝
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・

ヒ
ー
ト
⽞（
講
談
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）
に
お
け
る
聞
き
書
き
と
い
う
方
法

の
ア
イ
デ
ア
源
と
な
り
17
、
ま
た
⽝
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
⽞（
講
談
社
、
一
九

九
九
年
四
月
）
の
視
点
人
物
の
役
割
に
関
す
る
⽛
テ
ク
ニ
カ
ル
⽜
な
⽛
挑
戦
⽜

に
お
い
て
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
18
。
村
上
が
よ
り
広
範
な
視
点
で
小
説
を
書

く
こ
と
を
目
指
し
、
一
時
期
、
視
点
人
物
の
一
人
称
か
ら
三
人
称
へ
の
移
行
を
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課
題
と
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
村
上
の
文
学
の

根
本
に
位
置
す
る
問
題
に
も
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
一
九
二
〇
年
に
⽝
楽
園
の
こ
ち
ら
側
⽞This

Side

ofParadise
を
出
版
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
好
況
下
の

物
質
的
・
文
化
的
繁
栄
と
道
徳
的
腐
敗
の
時
代
、
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジJazz

A
ge

に
新
し
い
時
代
の
若
者
の
風
俗
を
描
き
時
代
の
寵
児
と
な
る
。
派
手
な
都
会
生

活
を
描
き
な
が
ら
、
自
ら
も
そ
の
小
説
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
。
だ
が
、
一
九

二
九
年
の
大
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
三
〇
年
代
の
不
況
の
時
代
に
歩
調
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
人
気
を
失
い
、
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
の
風
俗
作
家
と
し
て
片
付
け
ら
れ

て
、
生
き
な
が
ら
に
忘
れ
ら
れ
た
作
家
と
な
り
一
九
四
〇
年
に
四
四
歳
で
死
を

迎
え
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
で
再
評
価
の
波
が
起
こ

り
、
五
〇
年
代
に
日
本
に
も
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
時
期
の
日
本

で
の
評
価
は
、
狂
騒
の
二
〇
年
代
を
批
判
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
も
華
美
に

描
き
、
時
代
と
と
も
に
滅
ん
で
い
っ
た
作
家
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
野
崎

孝
19

は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
三
〇
年
代
に
は
⽛
文
学
の
第
一
線
か
ら
彼
が

早
く
も
脱
落
し
て
い
た
⽜
と
捉
え
、
声
価
の
変
遷
を
社
会
情
勢
と
共
に
し
た
と

言
う
。
ま
た
龍
口
直
太
郎
20

は
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
同
じ
⽛
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
う
一
方
の
花
形
作
家
⽜
で
あ
り
な
が
ら
⽛
意
志
が
弱
か
っ

た
た
め
に
、
時
代
の
光
耀
と
熱
病
に
と
り
つ
か
れ
た
ま
ま
身
を
滅
ぼ
し
て
し

ま
っ
た
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
と
も
に
、
華
や
か
な
時
代
の
幻
想
と
幻
滅
を
描
い

た
二
〇
年
代
の
作
品
を
評
価
し
て
い
る
。

だ
が
、
八
〇
年
代
か
ら
翻
訳
を
始
め
る
村
上
は
む
し
ろ
三
〇
年
代
の
崩
壊
に

こ
そ
真
価
が
あ
る
と
、
逆
の
評
価
を
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
⽛
時
代
の
申
し
子
⽜
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
真

価
は
、
そ
の
栄
光
の
中
で
は
な
く
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
と
時
期
を
同

じ
く
す
る
彼
自
身
の
崩
壊
の
中
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ド
レ
セ
ン
ス
の

崩
壊
と
彼
の
夢
の
崩
壊
、
そ
れ
は
実
に
見
事
な
崩
壊
だ
っ
た
。
／
（
…
）

そ
の
よ
う
な
（
崩
壊
に
対
す
る
─
引
用
者
注
）
恐
怖
と
憧
憬
と
い
う
相

反
す
る
二
つ
の
感
情
を
共
存
さ
せ
る
べ
く
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
自

ら
の
根
幹
に
据
え
た
も
の
は
、⽛
小
説
に
対
す
る
本
能
的
な
意
志
⽜で
あ
り
、

そ
の
意
志
を
支
え
た
も
の
は
モ
ラ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
小
説
を
何

篇
か
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
モ
ラ
ル
の
質
は
意
外
な
ほ
ど
古
風
で

あ
る
21
。

創
作
の
失
調
、
人
気
の
失
墜
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
妻
ゼ
ル
ダ
の
精
神
病
、

経
済
的
破
綻
と
い
っ
た
⽛
崩
壊
⽜
の
な
か
で
、
し
か
し
⽛
モ
ラ
ル
⽜
を
持
ち
⽛
小

説
に
対
す
る
本
能
的
な
意
志
⽜
を
維
持
す
る
。
そ
う
し
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
作
家
と
し
て
の
姿
勢
を
村
上
は
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
村
上
に
は
似
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
⽛
モ
ラ
ル
⽜
と

い
う
言
葉
が
こ
こ
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
節
を

改
め
て
村
上
が
評
価
す
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
⽛
モ
ラ
ル
⽜
の
内
実
を
検

討
す
る
。
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二

都
市
と
対
立
す
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル

本
節
で
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
の
内
実
と
そ
の
都
市
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
。
村
上
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
、
カ

ポ
ー
テ
ィ
ー
へ
と
続
く
都
市
小
説
作
家
の
嚆
矢
と
捉
え
る
エ
ッ
セ
イ
⽛
都
市
小

説
の
成
立
と
展
開
⽜22
で
、
都
市
に
お
け
る
主
体
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
都
市
に
お
い
て
⽛
都
市
幻
想
の
崩
壊
⽜

と
⽛
モ
ラ
ル
の
崩
壊
⽜
を
分
離
で
き
ず
、
モ
ラ
ル
の
あ
る
主
体
を
確
立
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。⽛
都
市
幻
想
⽜
と
は
、
村
上
が
二
つ
に
大
別
す
る
主
体
の
確
立

の
論
理
、
す
な
わ
ち
農
耕
者
の
論
理
と
都
市
生
活
者
の
論
理
の
一
方
で
あ
る
。

都
市
生
活
者
は
消
費
物
の
選
択
の
集
積
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
主
体
化
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
幻
想
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
消
費
記
号
論
的
な
選
択
は
、
都
市
や
そ
の
頭
上
に
位
置
す
る
⽛
国
家
の
論
理
⽜

に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
な
お
、
農
耕
者
の
拡
大
の
論
理
も
国
家

の
論
理
の
下
に
あ
り
幻
想
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
）。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

は
都
市
の
中
で
成
功
者
に
な
る
と
い
う
夢
を
持
つ
が
、
そ
の
夢
の
限
界
に
直
面

し
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

僕
の
考
え
る
都
市
小
説
の
系
譜
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
→
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
→
カ
ポ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
／
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
お

け
る
都
市
の
発
見
は
先
に
も
述
べ
た
⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞
の

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
か
ら
の
眺
め
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
都
市
と
の
関
り
を
図
式
に
す
る
と
①
幻
想
へ
の
没
入

（
第
一
次
大
戦
ま
で
）
②
幻
想
崩
壊
へ
の
予
感
（
不
況
ま
で
）
③
幻
想
崩
壊

（
死
ま
で
）、
と
な
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
都
市
小
説
と
し
て
の
弱

さ
は
こ
の
都
市
幻
想
崩
壊
を
自
ら
の
モ
ラ
ル
崩
壊
と
最
後
ま
で
分
離
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。⽝
夜
は
や
さ
し
⽞
は
優
れ
た
小
説
だ
が
、
結
局
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
逃
げ
て
、
カ
ン
ヌ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
そ
の
展
開

の
場
を
求
め
て
い
る
。
都
市
小
説
と
し
て
最
も
興
味
深
い
の
は
⽝
ラ
ス

ト
・
タ
イ
ク
ー
ン
⽞
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
こ
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
と
い
う
裏
切
ら
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
国
家
の
影
を
射
程
内
に
見
据
え
た
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

に
と
っ
て
時
は
既
に
遅
い
。
／
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

が
最
後
ま
で
悪
戦
苦
闘
し
た
都
市
の
架
空
性
と
モ
ラ
ル
の
問
題
を
確
実
に

振
り
切
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
？

モ
ラ
ル
を
架
空
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
あ
る
。⽛
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
⽜
に
あ
っ

て
は
都
市
と
モ
ラ
ル
は
対
立
関
係
に
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ

が
都
市
に
対
し
て
腹
を
立
て
る
時
、
そ
れ
は
総
体
と
し
て
の
都
市
に
腹
を

立
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、
都
市
を
構
成
す
る
複
数
の
仮
説
の
ひ
と
つ
に

向
っ
て
腹
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
マ
ー
ロ
ウ
は
都
市

を
脱
出
す
る
し
か
な
い
で
は
な
い
か
？

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
モ
ラ
ル
と
対
比
的
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
村
上
の
言
葉
遣
い
は
決
し
て
わ
か
り
や
す
い
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
書
か
れ
た
後
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に

関
す
る
対
談
23

で
は
、
二
〇
世
紀
の
文
学
は
主
体
の
崩
壊
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
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り
五
〇
～
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
小
説
は
主
体
崩
壊
の
過
程
を
描
い
て
い
た

が
、
時
期
的
に
は
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
主
体
崩
壊
を
既
成
事

実
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
点
が
新
し
い
と
評
価
し
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

は
、
自
己
と
切
り
離
さ
れ
た
架
空
の
モ
ラ
ル
の
持
ち
主
で
あ
る
都
市
生
活
者

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
を
創
造
し
、
都
市
の
架
空
性
と
マ
ー
ロ
ウ
の
架
空
の

モ
ラ
ル
を
交
錯
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
獲
得
す

る
の
で
あ
る
24
。

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
モ
ラ
ル
は
⽛
架
空
化
⽜
さ
れ
て
お
り
都
市
と
対
立
し
な
い

が
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
は
主
体
性
と
結
び
つ
い
て
お
り
、⽛
都
市

幻
想
崩
壊
⽜
す
な
わ
ち
都
市
に
お
け
る
主
体
化
の
不
可
能
性
の
発
見
が
モ
ラ
ル

の
崩
壊
を
も
た
ら
す
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
都
市
幻
想
崩
壊
と
モ
ラ
ル
崩

壊
は
、先
の
引
用
で
解
説
さ
れ
て
い
る⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜25
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
。⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
関
係
を
通
時
的
に
描
く
。
こ
の
関
係
の
変
遷
は
⽛
①
幻
想
へ

の
没
入
（
第
一
次
大
戦
ま
で
）
②
幻
想
崩
壊
へ
の
予
感
（
不
況
ま
で
）
③
幻
想

崩
壊
（
死
ま
で
）⽜
と
村
上
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

幼
い
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
に
住
ん
で
い
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
何

度
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
、
都
市
幻
想
に
没
入
す
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
こ

の
大
都
市
で
生
活
す
る
こ
と
で
成
功
者
に
な
れ
る
と
い
っ
た
、
都
市
の
成
功
者

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
獲
得
を
夢
み
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
夢
が
、

成
人
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作
家
生
活
を
送
る
う
ち
に
崩
壊
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

シ
ョ
ウ
は
ま
す
ま
す
大
が
か
り
に
な
り
、
ビ
ル
は
ま
す
ま
す
高
く
そ
び
え

た
ち
、
モ
ラ
ル
は
ま
す
ま
す
ゆ
る
め
ら
れ
、
酒
は
ま
す
ま
す
安
価
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
人
々
に
真
の
喜
び
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ

た
。
若
も
の
た
ち
は
若
く
し
て
擦
り
切
れ
、
疲
れ
果
て
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
彼
ら
は
二
十
一
で
硬
直
し
無
気
力
に
な
り
、
何
ひ
と
つ
新
し
い
も
の

を
生
み
出
せ
ず
に
い
た
。（
…
）
か
く
の
如
く
浮
か
れ
騒
ぐ
街
に
あ
っ
て

は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
な
ど
一
文
の
値
打
ち
も
な
い
。
と
い
う
わ
け
で⽛
稼
業

ラ
ケ
ッ
ト

⽜

と
い
う
こ
と
ば
が
か
ら
か
い
半
分
に
使
わ
れ
始
め
た
。
て
っ
と
り
早
く
金

を
稼
げ
る
も
の
、
こ
れ
が
全
て
⽛
稼
業

ラ
ケ
ッ
ト

⽜
で
あ
る
。
私
な
ど
さ
し
ず
め

文
学
稼
業

リ
テ
ラ
リ
・
ラ
ケ
ッ
ト

と
で
も
い
う
と
こ
ろ
か
。
／
（
…
）
労
働
者
た
ち
が
街
の
腸
の

中
で
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
私
は
そ
の
混
乱
し
た
精
神
の
中
に
生
き

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

⽝
楽
園
の
こ
ち
ら
側
⽞
を
出
版
し
一
躍
流
行
作
家
に
な
っ
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
は
、
最
先
端
の
都
市
風
俗
を
描
い
た
小
説
を
量
産
す
る
。
ま
た
、
好
況

に
沸
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
小
説
の
登
場
人
物
さ
な
が
ら
の
派
手
な
生
活
を
送
っ

て
時
代
の
申
し
子
と
な
る
。
雑
誌
に
売
れ
る
商
品
と
し
て
短
編
を
書
き
飛
ば
し

莫
大
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
⽛
文
学
稼
業
⽜
と
自
嘲
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
努
力
に
よ
っ
て
成
功
者
に
成
り
上
が

る
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
が
崩
れ
、
手
っ
取
り
早
く
金
を
稼
ぐ
こ

と
が
価
値
を
持
つ
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
こ
の
よ
う

な
社
会
に
呑
み
こ
ま
れ
、
消
費
社
会
の
都
市
風
俗
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

規
定
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
⽛
街
の
腸
の
中
⽜
で
生
き
る
労
働
者
と
同
様
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に
⽛
混
乱
し
た
精
神
の
中
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
⽜
と
表
現
さ
れ
る
。

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
主
体
性
は
都
市
の
制
約
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

都
市
の
中
で
成
功
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
す
る
と
い
う
夢
は
、
こ

こ
で
一
つ
目
の
限
界
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
恐
慌
を
経
て
都
市
幻
想
の
二
つ
目
の
限
界
を
目
の
当
た
り
に
す

る
の
が
エ
ッ
セ
イ
終
盤
の
次
の
場
面
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
何
処
ま
で
も
果
て
し
な
く
続
く
ビ
ル
の
谷
間
で
は
な

か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
も
高
い
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
頂
上
で
あ
な
た
が
は
じ
め
て
見
出
す
の
は
、
四
方
の
先
端
を
大
地
の

中
に
す
っ
ぽ
り
と
吸
い
込
ま
れ
た
限
り
あ
る
都
市
の
姿
で
あ
る
。
果
て
る

こ
と
な
く
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
の
は
街
で
は
な
く
、
青
や
緑
の
大
地

な
の
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
結
局
の
と
こ
ろ
た
だ
の
街
で
し
か
な
か
っ

た
、
宇
宙
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
そ
ん
な
思
い
が
あ
な
た
を
愕
然
と
さ

せ
る
。
あ
な
た
が
想
像
の
世
界
に
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
光
輝
く
宮
殿

は
も
ろ
く
も
地
上
に
崩
れ
落
ち
る
。

大
恐
慌
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
最
新
か
つ
最
高
の
摩
天
楼
エ
ン
パ
イ
ア
・

ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
に
登
っ
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
都
市
の
空
間
的
な
限
界

を
目
撃
す
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
都
市
に
規
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
も

し
そ
の
都
市
が
無
限
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
モ
ラ
ル
に
も
居
場
所
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
青
い
大
地
に
囲
ま
れ
た
有
限
の
空
間
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
二
つ
目
の
限
界
が

発
見
さ
れ
、
都
市
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
立
と
い
う
夢
が
二
重
の

限
界
を
持
つ
幻
想
で
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
に
お
い
て
、
都
市
は
モ
ラ
ル
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
限
界
を
設
け
る
抑

圧
的
な
空
間
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。

H
e
cultivated

a
sort

of
double

vision.

(…
)he

surrounded
his

characters
w
ith

a
m
istofadm

iration
and

sim
ultaneously

he
drove

the

m
istaw

ay.

(…
)Itw

asasifhisnovelsdescribed
a
big

dance
to
w
hich

he
had

taken,

(…
)and

as
if
atthe

sam
e
tim

e
he

stood
outside

the

ballroom
,
a
little

M
idw

estern
boy

w
ith

his
nose

to
the

glass,

w
ondering

how
m
uch

the
ticketscostand

w
ho

paid
forthe

m
usic.H

e

regarded
him

selfas
a
pauperliving

am
ong

m
illionaires,

(…
)and

he

said
that

his
point

of
vantage

“w
as

the
dividing

line
betw

een
tw
o

generations,”
prew

ar
and

postw
ar.

It
w
as

this
habit

of
keeping

a

double
pointof

view
thatdistinguished

his
w
ork.

26

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
は
消
費
社
会
的
な
都
市
と
対
立
す
る
。
文

芸
評
論
家
マ
ル
カ
ム
・
カ
ウ
リ
ー
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
⽛
ダ
ブ
ル
・

ビ
ジ
ョ
ン
（
二
重
の
視
点
）⽜
を
追
求
し
て
い
た
と
言
う
。
華
や
か
な
小
説
の
登

場
人
物
は
、
賞
賛
の
霧
に
包
み
込
ま
れ
な
が
ら
同
時
に
そ
の
霧
を
取
り
払
わ
れ

る
。
こ
の
視
点
の
二
重
性
は
、
戦
前
と
戦
後
の
二
つ
の
世
代
の
狭
間
に
位
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
第
一
次
世

界
大
戦
後
に
発
生
し
た
無
秩
序
な
消
費
社
会
と
、
宗
教
的
な
モ
ラ
ル
が
息
づ
い
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て
い
た
戦
前
の
社
会
の
二
つ
の
世
代
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
ウ

リ
ー
は
ま
た
、フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
の
内
実
と
は⽛⽛
勤
勉
⽜と⽛
規

律
⽜
と
⽛
責
任
⽜（
他
人
に
対
し
て
親
切
で
あ
り
、
責
務
を
き
ち
ん
と
果
た
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
）
と
⽛
成
熟
⽜（
失
敗
が
避
け
が
た
い
と
知
り
つ
つ
も
、
常
に

変
わ
ら
ず
全
力
を
尽
く
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
）⽜27
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

対
立
す
る
二
重
の
視
点
を
用
い
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
華
や
か
な
ジ
ャ

ズ
・
エ
イ
ジ
の
幻
想
と
幻
滅
の
両
面
を
描
く
の
で
あ
る
。
村
上
も
ま
た
、

⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
宗
教
的
な
道
徳
性
と
、
そ
れ
か
ら
い
わ
ゆ
る
現
実

の
消
費
社
会
と
の
相
剋
み
た
い
の
が
、
も
の
す
ご
く
強
く
感
じ
ら
れ
る
⽜28
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
研
究
の
定
説
と
共
通
す
る

理
解
を
持
っ
た
う
え
で
、
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
都
市
小
説
作
家
と

し
て
受
容
し
て
い
く
。

先
の⽛
都
市
小
説
の
成
立
と
展
開
⽜の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、村
上
は
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
生
涯
を
都
市
か
ら
の
脱
出
劇
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
自
分
が
経
験
し
た
華
美
な
都
市
生
活
に
小
説
の
題
材
を
得
な

が
ら
、
し
か
し
平
穏
な
生
活
と
集
中
で
き
る
執
筆
環
境
を
求
め
て
度
々
都
市
を

脱
出
す
る
。⽛
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
逃
げ
て
⽜
と
は
、
モ
ラ
ル
の
追
求
を
都
市
で
は
行

え
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
執
筆
の
場
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
移
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

し
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
小
説
の
主
人
公
は
都
市
に
あ
っ
て
は
破
滅
を
運
命

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
⽝
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
⽞
で
は
夢

の
実
現
を
求
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
派
手
な
都
市
生
活
を
送
る
主
人
公
の
幻
滅

と
死
が
描
か
れ
、
西
部
の
人
間
が
抱
い
た
夢
が
東
部
で
崩
壊
す
る
物
語
だ
と
語

り
手
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
⽛
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る
⽜“B

abylon
R
evisited”

（⽝
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る

ザ
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ブ
ッ
ク
⚒
⽞

中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
四
月
）
で
は
パ
リ
で
の
狂
騒
か
ら
身
を
引
い
て
プ

ラ
ハ
で
生
活
を
立
て
直
し
、
親
戚
に
預
け
て
い
た
娘
を
引
き
取
り
に
パ
リ
に

帰
っ
て
き
た
男
が
、
か
つ
て
の
知
り
合
い
の
訪
問
を
受
け
過
去
の
乱
脈
な
生
活

を
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

村
上
に
と
っ
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
都
市
と
は
、
モ
ラ
ル
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
獲
得
の
不
可
能
性
と
い
っ
た
精
神
的
な
閉
塞
を
も
た
ら
す
空
間

で
あ
る
。⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
は
こ
の
都
市
の
精
神
的
閉
塞
性
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
間
的
な
限
定
性
に
託
し
て
語
り
、
そ
し
て
村
上
の
最
初
の

翻
訳
集
の
表
題
に
採
用
さ
れ
た
。
都
市
小
説
作
家
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
受
容
を
示
す
重
要
な
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

三

閉
塞
し
た
都
市
と
初
期
小
説
の
形
成

例
え
ば
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
小ㅟ

説ㅟ

をㅟ

書ㅟ

くㅟ

僕ㅟ

に
影
響
を
与
え
た

か
？

答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
り
同
時
に
ノ
ー
で
あ
る
。
文
体
や
テ
ー
マ
や

小
説
の
構
築
や
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
分
野
に
関
し
て
言
え

ば
、
彼
の
影
響
は
殆
ん
ど
無
に
等
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
彼
が
僕
に
与

え
て
く
れ
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
っ
と
大
き
な
、
も
っ
と

漠
然
と
し
た
も
の
だ
。
人
が
小
説
と
い
う
も
の
に
対
し
て
（
そ
れ
が
書
き

手
と
し
て
で
あ
れ
、
読
み
手
と
し
て
で
あ
れ
）
向
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
姿
勢
、

と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。（
傍
点
原
文
）
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エ
ッ
セ
イ
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
を
い
ま
一
度
確
認
す
れ
ば
、
村

上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
か
ら
小
説
創
作
に
関
わ
る
具
体
的
な
影
響
は
受
け

て
お
ら
ず
、
漠
然
と
し
た
小
説
に
向
か
う
姿
勢
を
受
け
取
っ
た
と
言
う
。
も
っ

と
も
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
初
出
は
一
九
八
〇
年
一
二
月
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で

村
上
が
発
表
し
た
小
説
は
中
長
編
三
作
と
短
編
一
作
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、

こ
の
引
用
し
た
箇
所
が
二
〇
〇
六
年
五
月
の⽛
村
上
春
樹
翻
訳
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⽜

版
ま
で
大
き
な
修
正
を
受
け
ず
に
収
録
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て

も
、
こ
の
種
の
自
身
の
文
学
に
対
す
る
説
明
に
は
留
保
を
付
け
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。
と
は
い
え
、
村
上
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
小
説
に
向
か
う
姿
勢
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
29
。
別
の
エ
ッ

セ
イ
30

で
も
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
現
実
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
過
酷

な
人
生
を
紹
介
し
な
が
ら
、
し
か
し
⽛
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
は
ず

だ
と
固
く
信
じ
て
⽜
小
説
を
書
き
続
け
た
点
が
素
晴
ら
し
い
と
言
う
。
こ
の
よ

う
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
モ
ラ
ル
や
書
く
姿
勢
に
強
く
惹
か
れ
る
の
は
、

村
上
の
小
説
家
と
し
て
の
出
発
が
そ
れ
ら
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
に
違
い

な
い
。
エ
ッ
セ
イ
の
題
名
の
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
と
は
、
実
は
、

二
〇
代
を
通
じ
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
小
説
の
体
系
的
な
精
読
を
行
い
そ
の

帰
結
と
し
て
自
分
で
も
小
説
を
書
き
始
め
る
と
い
う
一
連
の
出
来
事
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
よ
り
僅
か
に

早
く
発
表
さ
れ
た
⽛
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
魅
力
⽜
で
よ
り
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
。

僕
は
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
作
品
を
片
端
か
ら
貪
る
よ
う
に
読
み
返
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
読
み
返
す
た
め
に
、
僕
は
自

分
自
身
の
価
値
観
や
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
、
も
う
一
度
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か

ら
建
て
な
お
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
僕

に
そ
れ
を
要
求
し
た
。
七
年
と
い
う
の
が
そ
の
作
業
に
要
し
た
時
間
で
あ

る
。
決
し
て
短
い
時
間
で
は
な
い
。
し
か
し
一
人
の
人
間
が
小
説
を
軸
と

し
て
自
分
な
り
の
新
し
い
規
範
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
言
い
換
え
る

な
ら
⽛
飢
え
た
こ
と
の
な
い
子
供
⽜
の
前
で
文
学
が
有
効
た
り
得
る
た
め

に
は
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
年
月
で
あ
っ
た
。
／
そ
し
て
そ
の
作

業
の
第
一
段
階
が
終
わ
っ
た
時
、
僕
は
ご
く
自
然
に
小
説
を
書
き
始
め
て

い
た
。31

村
上
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
二
〇
歳
を
過
ぎ
た

頃
で
あ
る
。
学
生
運
動
へ
の
幻
滅
を
経
験
し
た
後
、⽛
よ
り
個
人
的
な
領
域
に

歩
を
進
め
⽜32
夫
婦
で
ジ
ャ
ズ
バ
ー
を
始
め
る
時
期
で
あ
る
。
村
上
は
六
〇
年

代
末
に
⽛⽛
戦
後
体
制
⽜
と
そ
の
価
値
観
の
消
滅
⽜33
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

政
治
の
季
節
が
終
焉
し
消
費
社
会
化
が
進
行
す
る
七
〇
年
代
に
、
村
上
は

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
読
み
、自
ら
の
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
し
て
い
た
。

そ
の
後
の
八
〇
年
代
の
好
況
に
対
し
て
は
、
村
上
は
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
と

の
類
似
を
指
摘
し
、
経
済
的
・
精
神
的
崩
壊
を
予
見
し
て
、
そ
れ
に
続
く
は
ず

の
重
く
苦
し
い
政
治
の
季
節
に
向
け
て
価
値
観
を
洗
い
な
お
す
時
期
に
き
て
い

る
と
言
う
34
。
村
上
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
魅
了
さ
れ
た
の
に
は
、
六
〇

年
代
末
の
価
値
観
崩
壊
の
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
体
験
を
経
た
村
上
は
八
〇
年
代
の
都
市
の
消
費
文
化
に
疑
念
を
呈
す
る
の
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で
あ
る
。

村
上
の
初
期
小
説
に
は
消
費
社
会
的
な
都
市
へ
の
疑
い
が
読
み
取
れ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
最
初
の
短
編
⽛
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜

（⽝
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽞
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
五
月
）
は
、

中
国
人
へ
の
連
帯
を
示
す
は
ず
の
言
葉
が
ア
メ
リ
カ
由
来
の
消
費
物
の
名
前
に

覆
わ
れ
て
、
中
国
人
に
届
か
な
い
事
態
が
書
か
れ
る
35
。⽛
中
国
行
き
⽜
と
題
さ

れ
、⽛
こ
の
文
章
は
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
考
古
学
的
疑
問
か
ら
出
発
す
る
⽜

と
移
動
が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
、⽛
ど
こ
に
も
出
口
な
ど
な
い
⽜⽛
中
国
は
あ
ま

り
に
遠
い
⽜
と
移
動
の
不
可
能
性
を
知
ら
さ
れ
て
小
説
は
終
わ
る
。
こ
の
小
説

に
お
い
て
都
市
（
街
）
と
は
、
山
手
線
の
円
環
と
し
て
内
縁
を
定
め
ら
れ
た
閉

塞
的
空
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
広
告
の
コ
ピ
ー
の
よ
う
な
実
体
の
な
い
言
葉
が

行
き
来
し
、
い
ず
れ
街
は
崩
壊
し
て
沈
黙
し
か
残
ら
な
い
と
語
ら
れ
る
。⽛
中

国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜
と
し
て
紡
が
れ
た
⽛
僕
⽜
の
言
葉
も
、
車
内
広

告
と
同
様
に
円
環
を
回
り
続
け
ど
こ
に
も
行
き
つ
か
な
い
こ
と
が
明
か
さ
れ
て

い
る
。
他
者
に
言
葉
を
届
け
る
主
体
の
獲
得
の
不
可
能
性
が
、⽛
マ
イ
・
ロ
ス

ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
同
様
、
都
市
の
空
間
的
な
限
界
の
発
見
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て

語
ら
れ
る
の
で
あ
る
36
。

語
る
こ
と
の
不
可
能
性
は
⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞
か
ら
書
き
継
が
れ
る
テ
ー
マ

で
も
あ
る
。⽛
僕
⽜
に
書
け
る
物
事
は
少
な
く
、⽛
象
に
つ
い
て
何
か
が
書
け
た

と
し
て
も
、象
使
い
に
つ
い
て
は
何
も
書
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
⽜。
だ
が⽛
僕
⽜

は
語
ろ
う
と
す
る
。

弁
解
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
少
く
と
も
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

現
在
の
僕
に
お
け
る
ベ
ス
ト
だ
。
つ
け
加
え
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
そ
れ

で
も
僕
は
こ
ん
な
風
に
も
考
え
て
い
る
。
う
ま
く
い
け
ば
ず
っ
と
先
に
、

何
年
か
何
十
年
か
先
に
、
救
済
さ
れ
た
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
。
そ
し
て
そ
の
時
、
象
は
平
原
に
還
り
僕
は
よ
り
美

し
い
言
葉
で
世
界
を
語
り
始
め
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
不
完
全
な
が
ら
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
書
く

と
い
う
宣
言
で
あ
り
、
う
ま
く
い
け
ば
書
き
続
け
た
先
に
救
済
さ
れ
る
と
い
う

見
通
し
で
あ
る
。⽛
救
済
⽜
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
姿
勢
を
評
価
す
る
際

に
も
用
い
ら
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
連
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

評
よ
り⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞の
方
が
発
表
時
期
は
早
く
、村
上
の
実
作
が
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
評
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
排
除
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
十

全
に
書
く
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
な
が
ら
⽛
救
済
⽜
を
信
じ
て
書
き
続
け
る
と

い
う
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
見
出
さ
れ
た
姿
勢
と
同
じ
身
振
り
が
取
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
。

も
う
一
点
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
書
く
こ
と
に
よ
る
救
済
が
解
放
と
し
て

表
象
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
象
が
象
使
い
か
ら
放
た
れ
、
開
放
的
な
平
原
に
還

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
書
く
こ
と
に
制
限
を
加
え
る
都
市
の
閉
塞
的
な
空
間

イ
メ
ー
ジ
の
対
蹠
点
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
⽛
中
国
行
き
の
ス

ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜
で
も
語
る
こ
と
に
対
す
る
絶
望
が
書
か
れ
た
後
に
以
下
の
よ

う
に
続
く
。

そ
れ
で
も
僕
は
か
つ
て
の
忠
実
な
外
野
手
と
し
て
の
さ
さ
や
か
な
誇
り
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を
ト
ラ
ン
ク
の
底
に
つ
め
、
港
の
石
段
に
腰
を
下
ろ
し
、
空
白
の
水
平
線

上
に
い
つ
か
姿
を
現
わ
す
か
も
し
れ
な
い
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト

を
待
と
う
。
そ
し
て
中
国
の
街
の
光
輝
く
屋
根
を
想
い
、
そ
の
緑
な
す
草

原
を
想
お
う
。

閉
塞
的
な
都
市
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
周
縁
の
⽛
港
の
石
段
⽜
で
中
国

に
届
く
言
葉
の
出
来
を
待
と
う
と
主
人
公
が
宣
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
山

手
線
の
円
環
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
閉
塞
的
な
都
市
の
対
蹠
に
中
国
の
広
々
と
し

た
光
景
が
想
像
上
で
俯
瞰
的
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
。

⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞⽛
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜
は
と
も
に
、
書
く
こ

と
の
不
可
能
性
を
都
市
の
閉
塞
性
と
し
て
表
わ
し
な
が
ら
、⽛
そ
れ
で
も
⽜
と
い

う
接
続
詞
を
用
い
、
救
済
を
信
じ
て
書
こ
う
と
す
る
主
人
公
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
主
人
公
に
⽛
そ
れ
で
も
⽜
と
言
わ
せ
る
の
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に

由
来
す
る
小
説
へ
の
意
志
に
他
な
ら
な
い
。
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用

い
て
今
ま
さ
に
書
か
れ
て
い
る
小
説
の
不
完
全
性
に
自
己
言
及
し
つ
つ
、
そ
れ

で
も
小
説
を
書
く
意
義
を
確
認
す
る
小
説
家
を
主
人
公
と
し
て
設
定
す
る
。
こ

の
よ
う
な
村
上
の
初
期
小
説
に
特
徴
的
な
構
成
に
は
、
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

小
説
を
書
く
都
市
小
説
作
家
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
村
上
に
お
け
る
都
市
小
説
作
家
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受

容
を
明
ら
か
に
し
、
村
上
の
初
期
小
説
の
形
成
に
対
す
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
関
与
を
測
定
し
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
都
市
の
消
費
文
化
の
中
に

生
き
な
が
ら
そ
れ
を
描
き
つ
つ
、
そ
れ
に
対
立
す
る
モ
ラ
ル
を
同
時
に
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
。
村
上
は
そ
の
モ
ラ
ル
に
支
え
ら
れ
た
小
説
に
向
か
う
姿
勢
を
高

く
評
価
す
る
。
都
市
の
中
で
主
体
の
崩
壊
に
直
面
し
て
も
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
は
小
説
を
書
き
続
け
た
。
こ
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
都
市
の
関
係
を
示

す
エ
ッ
セ
イ
が
⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
で
あ
る
。
都
市
の
精
神
的
閉

塞
性
を
空
間
的
限
界
に
な
ぞ
ら
え
て
語
っ
て
い
る
。
村
上
は
こ
れ
を
最
初
の
翻

訳
集
の
表
題
に
選
ん
だ
。
村
上
の
初
期
小
説
に
見
ら
れ
る
、
書
く
こ
と
の
不
可

能
性
を
都
市
の
閉
塞
性
と
し
て
表
わ
す
こ
と
と
、
そ
し
て
そ
れ
で
も
小
説
を
書

く
小
説
家
の
主
人
公
を
設
定
す
る
こ
と
は
、⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
や

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
姿
勢
の
受
容
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
作
品
を

通
し
て
感
受
さ
れ
た
作
家
の
姿
勢
を
小
説
の
構
成
へ
と
変
換
す
る
、村
上
の〈
翻

訳
〉
の
一
つ
の
あ
り
方
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
本
論
の
結
論
に
は
一
点
の
留
保
を
付
け
た
い
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

に
お
い
て
は
都
市
と
モ
ラ
ル
は
対
立
し
て
い
た
。
し
か
し
村
上
は
、
モ
ラ
ル
を

抑
圧
す
る
閉
塞
的
空
間
と
し
て
都
市
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で
主
人
公
に

小
説
へ
の
意
志
を
持
た
せ
る
。
村
上
に
お
い
て
は
小
説
を
書
く
と
い
う
モ
ラ
ル

は
、
制
限
を
受
け
な
が
ら
も
、
都
市
の
中
で
成
立
す
る
（
べ
き
）
も
の
な
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
受
容
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
⽛
架
空
の
モ
ラ
ル
⽜
を
持
つ

主
人
公
と
し
て
都
市
の
中
の
小
説
家
が
創
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
都
市
に
お
け
る
小
説
家
主
人
公
の
働
き
を
考
え
る
た
め
に
は
、
少
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な
く
と
も
、
鼠
と
い
う
小
説
家
の
死
と
新
た
な
小
説
家
⽛
僕
⽜
の
誕
生
を
語
る

初
期
四
部
作
全
体
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿

を
期
し
た
い
。

（
お
お
の

た
け
る
・
映
像
・
現
代
文
化
論
研
究
室
)

《
附
記
》
引
用
に
際
し
て
ル
ビ
を
省
略
す
る
等
の
改
変
を
適
宜
施
し
た
。
引
用

文
中
の
（
…
）
は
省
略
を
、
／
は
改
行
を
示
す
。

注⚑

村
上
春
樹
⽛
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
つ
い
て
⽜⽝
カ
イ
エ
⽞
第
二
巻
第
八
号
（
冬
樹

社
、
一
九
七
九
年
八
月
）

⚒

村
上
の
文
章
で
はFitzgerald

の
日
本
語
表
記
は
⽛
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽜
と

⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽜
が
混
在
し
て
い
る
。
前
者
は
雑
誌
や
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
文
章
に
見
ら
れ
、
単
行
本
収
録
時
に
後
者
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は

引
用
に
際
し
て
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
他
で
は
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽜

と
表
記
す
る
。

⚓

村
上
春
樹
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、

村
上
春
樹
訳
⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
五
月
）

⚔

松
本
健
一
⽛
主
題
と
し
て
の
⽛
都
市
⽜
─
村
上
春
樹
⽝
⚑
⚙
⚗
⚓
年
の
ピ
ン
ボ
ー

ル
⽞、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞（
村
上
春
樹
訳
）

に
ふ
れ
て
⽜⽝
文
藝
⽞
第
二
一
巻
第
一
号
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
年
一
月
）、

黒
古
一
夫
⽝
村
上
春
樹
⽛
喪
失
⽜
の
物
語
か
ら
⽛
転
換
⽜
の
物
語
へ
⽞（
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）。

⚕

欧
凌
⽛
生
の
形
の
模
索

村
上
春
樹
⽝
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
⽞
と
Ｆ
．
Ｓ
．

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
⽝
夜
は
や
さ
し
⽞
を
め
ぐ
っ
て
⽜⽝
人
文
学
論
叢
⽞
第
五
号

（
愛
媛
大
学
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）、
長
瀬
恵
美
⽛
村
上
春
樹
と
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
─
喪
失
か
ら
自
己
回
復
へ
の
道
⽜⽝
就
実
英
学
論
集
⽞
第
二
〇
号
（
就
実
大

学
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
徐
谷
芃
⽛
村
上
春
樹
⽝
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
⽞
に
お
け
る

⽝
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
⽞
の
受
容
─
直
子
と
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
と
の
比
較
を
通
し
て

─
⽜⽝
龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
⽞
第
二
一
号
（
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
二

年
三
月
）
な
ど
。

⚖

井
上
健
⽛
戦
後
翻
訳
史
の
転
回
点
と
作
家
＝
翻
訳
家
村
上
春
樹
の
出
発
⽜⽝
文
豪
の

翻
訳
力

近
現
代
日
本
の
作
家
翻
訳

谷
崎
潤
一
郎
か
ら
村
上
春
樹
ま
で
⽞（
武

田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
一
一
年
八
月
）

⚗

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ィ
ル
、小
島
基
洋
訳⽛
こ
こ
は
僕
の
場
所
で
も
な
い
─
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
か
ら
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
そ
し
て
村
上
へ
⽜
小
島
基
洋
、
山
﨑
眞
紀
子
、

髙
橋
龍
夫
、
横
道
誠
編
⽝
我
々
の
星
の
ハ
ル
キ
・
ム
ラ
カ
ミ
文
学
─
惑
星
的
思

考
と
日
本
的
思
考
⽞（
彩
流
社
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）

⚘

丸
谷
才
一
⽛
新
し
い
ア
メ
リ
カ
小
説
の
影
響
⽜⽝
群
像
⽞
第
三
四
巻
第
六
号
（
講
談

社
、
一
九
七
九
年
六
月
）

⚙

大
塚
英
志
⽛
村
上
春
樹
に
と
っ
て
の
⽛
日
本
⽜
と
⽛
日
本
語
⽜⽜⽝
村
上
春
樹
論
─

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
倫
理
⽞（
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）

10

例
え
ば
、
畑
中
佳
樹
⽛
ア
メ
リ
カ
文
学
と
村
上
春
樹
─
ま
た
は
、
春
樹
と
ア
メ

リ
カ
ン
・
パ
ル
プ
の
香
り
─
⽜栗
坪
芳
樹
、柘
植
光
彦
編⽝
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
01
⽞（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
六
月
）、
川
村
湊
⽛
こ
こ
が
ア
メ
リ
カ
だ
、
こ

こ
で
跳
べ
─
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
小
説
⽜⽝
村
上
春
樹
を
ど
う
読
む
か
⽞（
作

品
社
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）、
都
甲
幸
治
⽛
メ
イ
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
村
上
春
樹
─

村
上
春
樹
に
お
け
る
⽛
翻
訳
⽜
─
⽜
荒
こ
の
み
、
生
井
英
考
編
⽝
文
化
の
受
容
と

変
貌
⽞（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）、
三
浦
玲
一
⽛
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
文
化
と
文
学
─
村
上
春
樹
、
テ
ィ
ム
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
、
レ
イ
モ
ン
ド
・

カ
ー
ヴ
ァ
ー
⽜⽝
村
上
春
樹
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

文
化
と
文
学
⽞（
彩
流
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。

11

邵
丹
⽝
翻
訳
を
産
む
文
学
、
文
学
を
産
む
翻
訳

藤
本
和
子
、
村
上
春
樹
、
Ｓ
Ｆ
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北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院

研
究
論
集

第
二
十
三
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小
説
家
と
複
数
の
訳
者
た
ち
⽞（
松
柏
社
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

12

村
上
春
樹⽛
訳
者
あ
と
が
き
⽜レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
、村
上
春
樹
訳⽝C

arverʼs
D
ozen

─
レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
傑
作
選
⽞（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年

一
二
月
）

13

例
え
ば
、
村
上
春
樹
⽛
村
上
春
樹
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
⽜⽝parA

V
IO
N

⽞
第

一
巻
第
一
号（
Ｓ
Ｄ
Ｃ
出
版
部
、一
九
八
八
年
四
月
）、村
上
春
樹
、柴
田
元
幸⽛
柴

田
教
室
に
て
⽜⽝
翻
訳
夜
話
⽞（
文
藝
春
秋
、二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）、村
上
春
樹⽛
ま

え
が
き
⽜⽝
村
上
春
樹
翻
訳
（
ほ
と
ん
ど
）
全
仕
事
⽞（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一

七
年
三
月
）
な
ど
。

14

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、村
上
春
樹
訳⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞

（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
五
月
）、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
村

上
春
樹
訳
⽝
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る

ザ
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ブ
ッ

ク
⚒
⽞（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
四
月
）、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
、
村
上
春
樹
訳
⽝
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
⽞（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
）、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
村
上
春
樹
訳
⽝
冬
の
夢
⽞（
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
村

上
春
樹
訳
⽝
あ
る
作
家
の
夕
刻
─
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
後
期
作
品
集
⽞（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
一
九
年
六
月
）、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
村
上
春

樹
訳
⽝
最
後
の
大
君
⽞（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
）

15

村
上
春
樹
⽛
翻
訳
作
品
ク
ロ
ニ
ク
ル
一
九
八
一
─
二
〇
一
七
⽜⽝
村
上
春
樹
（
ほ
と

ん
ど
）
全
仕
事
⽞（
前
掲
注
一
三
）

16

村
上
春
樹⽛
解
題
⽜⽝
村
上
春
樹
全
作
品
⚑
⚙
⚙
⚐
～
⚒
⚐
⚐
⚐
⽞①
短
篇
集
Ⅰ（
講

談
社
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）

17

村
上
春
樹
⽛
自
作
を
語
る

補
足
す
る
物
語
群
⽜⽝
村
上
春
樹
全
作
品
⚑
⚙
⚗
⚙
～

⚑
⚙
⚘
⚙
⽞
⑤
短
篇
集
Ⅱ
（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）

18

村
上
春
樹
⽛
解
題
⽜⽝
村
上
春
樹
全
作
品
⚑
⚙
⚙
⚐
～
⚒
⚐
⚐
⚐
⽞
②
国
境
の
南
、

太
陽
の
西

ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）

19

野
崎
孝
⽛
解
説
⽜
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
野
崎
孝
訳
⽝
偉
大
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
⽞

（
研
究
社
出
版
、
一
九
五
七
年
一
月
）

20

龍
口
直
太
郎
⽛
現
代
の
ア
メ
リ
カ
小
説
⽜
龍
口
直
太
郎
、
吉
武
好
孝
編
⽝
現
代
ア

メ
リ
カ
文
学
⽞（
有
信
堂
、
一
九
五
八
年
六
月
）

21

村
上
春
樹
⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜（
前
掲
注
三
）

22

村
上
春
樹
⽛
都
市
小
説
の
成
立
と
展
開
─
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
以

降
⽜⽝
海
⽞
第
一
四
巻
第
五
号
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
五
月
）

23

川
本
三
郎
、
村
上
春
樹
⽛
対
話
Ｒ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
あ
る
い
は
都
市
小
説
に
つ
い

て
⽜⽝
ユ
リ
イ
カ
⽞
第
一
四
巻
第
七
号
（
青
土
社
、
一
九
八
二
年
七
月
）

24

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
⽛
架
空
の
モ
ラ
ル
⽜
に
つ
い
て
は
、
吉
田
春
生
⽛
都
市
の
架
空

性
を
生
き
る

レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
─
⽝
風
の
歌
を
聴
け
⽞
の
背
景
⽜

⽝
村
上
春
樹
と
ア
メ
リ
カ
─
暴
力
性
の
由
来
⽞（
彩
流
社
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）

お
よ
び
、
井
上
健
⽛
戦
後
翻
訳
史
の
転
回
点
と
作
家
＝
翻
訳
家
村
上
春
樹
の
出
発
⽜

（
前
掲
注
六
）
参
照
。

25

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、村
上
春
樹
訳⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜

⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
五
月
）。
こ
の
エ
ッ

セ
イ
は
一
九
三
二
年
に
執
筆
さ
れ
た
が
作
者
死
後
の
一
九
四
五
年
ま
で
未
発
表
で

あ
っ
た
。
な
お
、
村
上
に
よ
る
翻
訳
は
現
時
点
で
四
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す

る
。
初
訳
（⽝
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
通
信
⽞
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
通
信
社
、
一
九
八
〇
年

三
月
）
か
ら
単
行
本
版
（⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞
中
央
公
論
社
、
一
九
八

一
年
五
月
）、
村
上
春
樹
翻
訳
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
（⽝
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽞

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
ま
で
の
異
同
は
既
訳
の
修
正
と
言
え
る
。

だ
が
、⽝
あ
る
作
家
の
夕
刻

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
後
期
作
品
集
⽞（
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
一
九
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
た
最
新
版
は
、⽛
私
の
失
わ
れ
た
都
市
⽜

と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
ら
れ
、
翻
訳
法
も
見
直
さ
れ
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
翻
訳
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
訳
文
の
異
同
は
、
約
四
〇
年
間
に
わ
た
る
村
上
の
翻
訳
文
章
の

変
化
や
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
観
の
変
遷
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
論
で

は
こ
の
問
題
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
。⽛
マ
イ
・
ロ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
⽜
の
本
文

と
し
て
は
、
本
論
は
村
上
の
初
期
の
八
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

― 76 ―― 77 ―

大
野
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市



ル
ド
受
容
に
注
目
し
て
い
る
た
め
、
単
行
本
版
を
用
い
る
。
初
出
版
の
訳
文
は
用

い
な
い
。
誤
訳
が
少
な
く
な
く
、
か
つ
単
行
本
版
も
発
表
時
期
に
ほ
と
ん
ど
差
が

な
い
た
め
で
あ
る
。

26

M
alcolm

C
ow

ley,
“Third

A
ct

and
Epilogue”,

F.
Scott

Fitzgerald:
A

C
ollection

of
C
ritical

Essays,
ed.

A
rthur

M
izener,

Englew
ood

C
liffs:

Prentice-H
all,

1963,p. 66.

27

マ
ル
カ
ム
・
カ
ウ
リ
ー
、
村
上
春
樹
訳
⽛
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作

品
集
の
た
め
の
序
文
⽜
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
村
上
春
樹
訳
⽝
バ

ビ
ロ
ン
に
帰
る

ザ
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ブ
ッ
ク
⚒
⽞（
前
掲

注
一
四
）

28

村
上
春
樹
（
聞
き
手
・
川
本
三
郎
）⽛
私
の
文
学
を
語
る
⽜⽝
カ
イ
エ
⽞
第
二
巻
第

八
号
（
冬
樹
社
、
一
九
七
九
年
八
月
）

29

⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜
は
、⽝
海
⽞
第
一
二
巻
第
一
二
号
（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
〇
年
一
二
月
）
に
⽛
残
り
火
⽜⽛
氷
の
宮
殿
⽜⽛
ア
ル
コ
ー
ル
の
中
で
⽜
の

翻
訳
と
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
初
出
形
で
は⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
体
験
⽜

⽛
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
小
説
世
界
⽜⽛
翻
訳
に
つ
い
て
⽜と
い
う
三
章
構
成
だ
っ

た
。
だ
が
単
行
本
収
録
時
に
、⽛
翻
訳
に
つ
い
て
⽜の
章
が
削
除
さ
れ
、新
た
に⽛
作

品
と
生
涯
⽜
と
い
う
章
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
村
上
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
作
品
と
生
涯
を
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
る
。
村
上
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
受
容
に
は
、
現
実
の
人
生
の
過
酷
さ
へ
の
理
解
と
、
そ
れ
で
も
持
た
れ
る
⽛
救

済
の
確
信
⽜
へ
の
評
価
が
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

30

村
上
春
樹
⽛
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
─
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
の
旗
手
⽜

⽝
村
上
春
樹
雑
文
集
⽞（
新
潮
社
、二
〇
一
一
年
一
月
）。
初
出
は⽝
世
界
の
文
学
39
⽞

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）。

31

村
上
春
樹
⽛
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
魅
力
⽜⽝
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）⽞（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
〇
年
一
一
月
一
二
日
）

32

村
上
春
樹
⽛
小
説
家
に
な
っ
た
頃
⽜⽝
職
業
と
し
て
の
小
説
家
⽞（
ス
イ
ッ
チ
・
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

33

村
上
春
樹
⽛⽛
物
語
⽜
の
た
め
の
冒
険
⽜⽝
文
學
界
⽞
第
三
九
巻
第
八
号
（
文
藝
春

秋
、
一
九
八
五
年
八
月
）

34

村
上
春
樹
⽛
政
治
の
季
節
⽜
村
上
春
樹
、
安
西
水
丸
⽝
村
上
朝
日
堂
の
逆
襲
⽞（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
六
月
）
で
、
二
〇
世
紀
中
に
政
治
の
季
節
が
再
度
到
来

す
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
一
九
二
〇
年
代
と
そ
れ
に
続
く
大
恐
慌
に
関
す
る
歴
史

書
を
読
ん
で
い
れ
ば
肌
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
未
曽
有

の
繁
栄
と
派
手
で
享
楽
的
な
文
化
を
謳
歌
し
て
い
た
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ

は
一
日
に
し
て
瓦
解
し
て
、
そ
の
あ
と
に
は
暗
く
重
い
日
々
と
戦
争
が
や
っ

て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
違
っ
た
ふ
た
つ
の
時
代
と
社
会
を
か
さ
ね
あ
わ
せ
る
こ

と
に
は
根
本
的
な
無
理
が
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
繁
栄
の
底
が
浅
い
こ
と
や

社
会
の
は
し
ゃ
ぎ
ぶ
り
、そ
し
て
世
界
的
な
富
の
偏
在
状
況
を
見
て
い
る
と
、

二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
と
我
々
の
時
代
と
の
あ
い
だ
に
は
ぞ
っ
と
す
る
く
ら

い
数
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

35

拙
稿
⽛
村
上
春
樹
⽛
中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト
⽜
論
─
閉
塞
し
た
⽛
街
⽜
か

ら
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
─
⽜⽝
言
文
⽞
第
六
五
号
（
福
島
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

参
照
。

36

他
に
、
主
体
獲
得
の
不
可
能
性
が
円
環
的
な
空
間
の
閉
塞
性
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

例
は
、⽝IN

PO
C
K
ET

⽞（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
～
一
九
八
四
年
一
二
月
）

で
の
初
出
連
載
時
に
は
⽛
街
の
眺
め
⽜
と
い
う
通
し
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い

た
⽝
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
⽞（
講
談
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）
が
あ
る

（
も
っ
と
も
⽛
は
じ
め
に
・
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
⽜
は
単
行
本
収
録
時
の

書
下
ろ
し
で
あ
る
）。
こ
こ
で
は
、
人
生
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
我
々
が
規
定
さ
れ
、

意
志
が
失
わ
れ
、他
者
と
関
係
を
持
て
る
自
己
の
形
成
が
制
限
さ
れ
て
い
る
様
が
、

同
じ
場
所
を
回
り
続
け
る
し
か
な
い
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
比
喩
で
語
ら
れ

る
。
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